
第７回 脱炭素成長型経済構造移行推進機構 運営委員会 議事録 

 

日時： 令和７年 12 月 19日（金）11：00～12：00 

場所： 脱炭素成長型経済構造移行推進機構 特別会議室 

出席者： 

（委員）十倉委員長、白石委員長代理、梶原委員、森本委員、吉高委員、吉井委員、 

馬田委員 

（理事長及び理事）筒井理事長、重竹ＣＯＯ、梶川理事、高田理事、井上理事、五百森理事、

須藤理事 

(監事) 千原監事 

 

【運営委員会の成立状況の確認】 

以上のとおり、委員長、委員長代理及び委員並びに機構の理事長及び理事の過半数の出席が

あったので、本運営委員会は定款第 15条第 1項に従い有効に成立した。 

 

【議事概要】 

１．決議事項 

以下の各議案について、各担当理事より説明がなされた後、委員長がその賛否を委員会に諮

ったところ、出席した委員長、委員長代理及び委員並びに機構の理事長及び理事の全員が異

議なく、原案どおり決議された。 

第１号議案 令和７年度予算等の変更 

 

上記決議事項について、委員からの主な質問・意見は以下のとおり。 

・脱炭素電源投資への支援強化は重要な取組だ。 

・脱炭素電源投資の支援のみならず、当初の目的であるＧＸ新技術の社会実装にもバラン

ス良く取り組んで欲しい。 

 

２．報告事項 

担当理事より以下の各事項について報告がなされた。 

（１） 排出量取引制度の政府検討状況 

（２） ＴＣＦＤコンソーシアムおよびＧＸリーグの新体制移行の方向性 

（３） 金融支援候補案件の状況 

 

上記報告事項について、委員からの主な質問・意見は以下のとおり。 

・排出量取引制度の検討にあたって、事業者側からどのような意見が出されていたのか。 

・ＧＸ需要創出に向けては、各省庁の縦割りを超えて機構がハブ機能としての役割を発揮

してほしい。供給側との連携も視野に入れて欲しい。 

  ・多排出産業の脱炭素化投資、脱炭素電源投資など、複数の支援候補案件の説明があった



が、これらの案件の意義は理解。意思決定の際には改めて幅広い情報提供をお願いした

い。 

以 上 


